
 

議論の場における「不同意」に関する一考察 

―対人配慮の観点から― 

 
王昌(筑波大学大学院) 

 
要 旨 

 本稿は、『BTSJ 日本語自然会話コーパス（トラスクリプト・音声）2021 年 3 月版』を用

いて、議論の場での「不同意」に見られる日本語の配慮の伝え方を調査するものである。その

結果、ストラテジー使用の観点から「間接的な意見表明」「意見の保留」「部分同意」「見せかけ

の賛成」「理解表明」「冗談」、配慮表現の観点から緩和表現と共感表現が見られた。それぞれの

使用回数を比較したところ、「間接的な意見表明」「意見の保留」「見せかけの賛成」の使用が多

いことが明らかになった。また、共感表現の使用率が高く、自他の共感を最大限にし、相手を

取り込むことによって、配慮を行う日本語の特徴が見て取れる。 

キーワード：「不同意」、議論の場、配慮 

 
1.はじめに 

 日常会話において、われわれは相手の意見を否定したり、異なる意見を示したりする状

況に直面しなければならない。このような食い違いが生じる際に、相手のフェイスをつぶ

す危険性が高いため、人間関係や場の状況などによって、不同意を表明するかどうかを判

断した上で、表明する場合、自分の意思を明確にしながら、相手に不快な思いをさせない

ためにはどのような話し方が適切なのか、といったことを考慮する必要があると思われる。

「不同意」をうまく伝えられなければ、相手に思わぬ印象を与えてしまい、人間関係に摩

擦が起きることは十分考えられるため、効果的に自分の意見を伝えると同時に、相手への

配慮を示すことはかなり重要である。 

 そして、議論の場における「不同意」はアサーションを実践する行為の一つであると考

えている。平木（2021:23）ではアサーティブを「自分の気持ち、考え、信念などが正直に、

率直に、その場にふさわしい方法で表現され、そして、相手が同じように発言することを

奨励しようとする」ものと定義している。つまり、アサーションには①対人関係の場面に

対応する②自分の気持ちを適切に表現する③相手が表現した考えや気持ちを適切に受け止

めるという三つの側面があると言える。従って、「不同意」のコミュニケーションにおいて

自分の主張したいことがきちんと伝わるように工夫し、それと同時に相手の考えや気持ち

を汲み取り、相手と共に円滑なコミュニケーションを進める姿勢は必要不可欠であり、日

本語教育の中でも、それは当然指導が必要な項目になるのではないだろうか。日本語学習

者にとって、討論で相手と意見を交わす際には高度なコミュニケーション能力が求められ

る。議論の場において「不同意」の表明が起こる際の相互理解を促進し、出来る限り誤解

や摩擦を軽減させるために、日本語母語話者がどのように配慮を示しながら、「不同意」を

表明するかを明らかにする必要があるだろう。 
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2.先行研究 

「不同意」を表明する際の配慮の示し方について、李（2001）は相手の意見に同意を表

す（又は自分の意見のマイナス面を言う）及び中立的な意見が用いられる際の表現を相手

配慮型として捉えている。楊（2015）は発話文のモダリティの分析を試み、中国語母語場

面と中国人学習者の発話において、モダリティ表現を付加せず、命題のみで断定的に不同

意を示す発話が 5 割近く占め、日本語母語話者との間に大きな差が見られた。また、中国

語母語場面と日本語母語場面では、認識のモダリティを最も多く用いるのに対し、中国人

学習者は認識のモダリティより、中途終了の発話の生起が多かったと指摘している。それ

らを踏まえて、配慮表現の形式と機能を総合的に検討する必要があると考えられる。 

また、「不同意」に関する先行研究の中、初対面や友人同士の雑談（木山 2005、筒井 2016

など）に注目するものが多く見られているが、議論の場でのコミュニケーションに焦点を

当てるものは比較的に少ない。さらに、方法論については、仮想の場面（堀田 2017）、制度

的場面（本田 1999）、ロールプレイ（椙本 2004）での会話、談話完成テスト（ルンティー

ラ 2004）のデータが多く、自然会話を扱うものは比較的に少ない。 

 
3.研究目的と研究課題 

 本稿の目的は議論の場での「不同意」に見られる日本語の配慮の伝え方とその使用傾向

を明らかにすることである。具体的には以下の二つの研究課題を設定している。 

課題①：議論の場での「不同意」において、配慮を伝える際にどのようなストラテジーが

使用されるか。 

課題②：議論の場での「不同意」において、どのような配慮表現が共起されるか。それぞ

れどのような機能を果たしているか。 

 
4.研究方法 

 本研究のデータは『BTSJ 日本語自然会話コーパス（トラスクリプト・音声）2021 年版 3

月版』から、グループ 16 の大学（院）異性友人同士 12 組の討論会話を使用する。個別会

話情報は表 1 の通りである。 

 
表 1 個別会話情報 

会話の通し番号-会話グルー

プ番号-話者記号-話者記号 
会話時間 話題 

221-16-JFB027-JM028 00:13:42 
評価の方法は、試験がいいのか、 

それともレポートがいいのか 

233-16-JFB030-JM031 00:14:57 愛する派か、愛される派か 

237-16-JMB008-JF104 00:15:47 
  田舎に住んだほうかいいか、 

都会に住んだほうかいいか 

213-16-JFB025-JM026 00:19:17 
美容整形に賛成か、反対か 

241-16-JMB009-JF105 00:13:46 
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217-16-JFB026-JM027 00:13:48 情報収集に役立つのは、新聞か、 

テレビニュースか 229-16-JFB029-JM030 00:13:04 

249-16-JMB011-JF107 00:13:22   一人暮らしがいいか、 

実家暮らしがいいか 257-16-JMB013-JF109 00:15:29 

225-16-JFB028-JM029 00:13:42  

仕事は職場環境で選ぶか、給料で選ぶか 245-16-JMB010-JF106 00:18:20 

253-16-JMB012-JF108 00:16:05 

 

会話の文字化資料より、木山（2005）の定義に従い、前後の文脈を踏まえて、意見に対

する「不同意」のやりとりを抽出した。 

「不同意」：話し手 S は、聞き手 A が発話した、もしくは信奉していることが前提と

されるある命題 P が、真実ではないとみなした場合に不同意し、P ではない命題内容

または含意を持つ発話で反応する 

 意見に対する「不同意」のやりとりから、「不同意」の表明は【前部＋「不同意」発話＋

後部】という構造を有することが分かった。その中で、「不同意」発話は「不同意」の意図

を示す部分である。前部と後部は必要に応じて「不同意」発話の前後で配慮を示したり、

説得の語気を強めたりする部分である。 

 次に、「不同意」発話、前部、後部に見られる配慮を示すストラテジーをコーディングし、

ストラテジーの側面で「配慮の指向性あり」の発話とする。さらに、ストラテジーの側面

で「配慮の指向性なし」の発話においても、具体的な言語表現の使用が会話の丁寧さに大

きく関わるため、山岡・牧原・小野（2018）が定めた配慮表現の定義に基づき、ストラテ

ジーの側面で「配慮の指向性なし」の「不同意」発話における配慮表現を抽出した。 

「配慮表現」：対人的コミュニケーションにおいて、相手との対人関係をなるべく良好

に保つことに配慮として用いられることが、一定程度以上に慣習化された言語表現 

 
5.調査結果 

 

5.1.配慮を伝える際のストラテジー使用 

 「不同意」発話、前部、後部における配慮を示すストラテジーのコーディグ結果とそれ

ぞれの使用回数を表 2 に示している 

表 2 配慮を示すストラテジーとその使用回数 

 ストラテジー 使用回数 

「不同意」発話 
間接的な意見表明 15 

意見の保留 20 

前部 

部分同意 5 

見せかけの賛成 17 

理解表明 4 

後部 冗談 6 
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5.1.1.「不同意」発話におけるストラテジー使用 

「不同意」発話において、「間接的な意見表明」「意見の保留」で婉曲的に「不同意」を伝

えることができ、それぞれの使用回数はいずれも 10 回以上を達している。 

（1）「間接的な意見表明」 

 

会話例ⅰ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

84 JFB029 で、なんか NHK だけ取り残されてるっていうか(<笑い>)<笑い>。 

85 JM030 ま、取り残されてるかどうかは捉え方の問題だけどねー(うん)。 

 
会話例ⅰでは、「不同意」を表明する側の JM030 が「取り残されてるかどうかは捉え方の

問題だ」と述べているが、それは「取り残されているかどうかは捉え方の問題なので、私

の捉え方では NHK だけが取り残されているというわけではない」というような意味合いが含まれ

ており、「不同意」の意図を間接的に伝えようとしている。このように、「不同意」の意図

を明示するのではなく、間接的に伝えることによって、推論で言外の意味が得られ、相手

に配慮を示すことができると思われる。 

 
（2）「意見の保留」 

 

会話例ⅱ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

150 JF105 
なんか、男は見かけ駄目でもいくらでも<カバーできる気がするんだけ

ど>{<}。  

151 JMB009 <うん、それ、女の子でもそう>{>}思うんだけど。  

152 JF105 そうかなー?。  

 

 「意見の保留」とは「不同意」の表明において自分の意見を明示せず、一旦保留するス

トラテジーである。例えば、JF105 の「そうかなー」のような発話はあえて独り言の形を取

り、自分の意見を保留し、それによって話者の語気を弱めている。従って、「意見の保留」

も「不同意」発話において配慮を伝えるストラテジーとして捉えることができる。 

 

5.1.2.前部におけるストラテジー使用 

 前部において、「部分同意」「見せかけの賛成」「理解表現」が配慮を示すストラテジーと

して使用されている。 
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（1）「部分同意」 

 

会話例ⅲ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

21 JM030 
（前略）新聞のほうが、より客観的な立場をとっているので(うんう

ん)、役立つんじゃないかな、というふうに思ってます。 

22 JFB029 うん、なんか、新聞のほうが確かに情報量は多い、絶対。 

23 JFB029 
うん、なんだろ、正しいことを言ってるってのもあるし、うん、そ

れはすごい思うけど。 

24 JFB029 
なんだろうな、テレビ、はー‘わ’、なんかその情報に入りこむ第 1

歩になりやすいっつうか、うん。 

 

「部分同意」とは「不同意」を示す側がかわりに相手の意見の正当性を主張するストラテ

ジーである。会話例ⅲにおいて、JM030 が先行発話で新聞の情報量について言及していな

いにもかかわらず、JFB029 が前部で「新聞のほうが確かに情報量は多い」と述べ、一旦相

手の立場に立ち、情報収集における新聞のメリットを主張している。相手の意見を部分的

に賛同することによって、丁寧さを加えることができると思われる。 

 

(2)「見せかけの賛成」 

 
会話例ⅳ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

5 JM029 
違う違う、だって、たいてい(うん)、入る前なんてどんな人おるか

わかんねーべ。 

6 JFB028 
まー、そうだけどさー、(だしょ)でもそれでもー、給料よければ良

い‘いい’って話なんでしょ?。 

 
「見せかけの賛成」とは「不同意」の前部で相手への賛成を先に示すストラテジーであ

る。相手の意見や考え方に対する全否定を直接的にぶつける場合、相手のメンツをつぶす

可能性も同時に高くなってしまうため、その前に「そうだけど」あるいは「相手の発話の

復唱/まとめ＋けど」といった前置き表現を付け加えると、実質の全否定による人間関係を

脅かす度合いが軽減されることになるだろう。 

また、表 2 で示したストラテジーの使用回数に関しても、前部のストラテジー使用にお

いて「見せかけの賛成」が一番多いことが分かった。「見せかけの賛成」として使用される

言語表現「そうだけど」あいるい「相手の発話の復唱/まとめ＋けど」は慣習性が高く、「不

同意」の前部の一種の定型表現として捉えることができると考えられる。 
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(3)「理解表明」 

 

会話例ⅴ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

257 JFB025 
うん、ね、自然体が1番いい、てこと、やろ??、(まー)「JM026姓」

は。 

258 JM026 まーね。 

259 
 

JFB025 

うん、それで反対やもんね、あたしは人がやるぶんにはいいかなって意

味で認めてあげれるっていう、そういう世間の1人の目として、賛成な

のかもしれん、<自分はやらないよって感じやけど>{<}。 

 

「理解表明」とは相手の意見に対して賛同できないが、理解はできるという意思を示す

ストラテジーである。JFB025 が「不同意」を表明する際に、「それで反対やもんね」と前

置きし、「不同意」を表明される側の意見への理解を示すことによって、良好な人間関係を

維持できると思われる。 

5.1.3.後部におけるストラテジー使用 

前部に比べて、後部におけるストラテジーの種類と用例が少なく、本研究で確認できた

のは「冗談」のみである。 

 
（1）「冗談」 

会話例ⅵ 

ライン

番号 
話者 発話内容 

262 JFB025 
なんか、それで親身になって考えてない部分もあるかもしれんけど、ち

ょっと、けっこう、さめた客観的な目として、賛成やってんけど。 

263 JM026 そだね。 

264 JFB025 
まー、でも「JM026姓」のその反省[「反対」の言い間違いか]の意見は

いいよね、心温まるものが<あるよね>{<}<笑いながら>。 

 
 「冗談」は「不同意」を表明する際に、相手との親密さを表すポジティブ・ポライトネ

スストラテジー（Brown&Levinson 1987）であり、笑いとの共起も多く見られる。そのた

め、後部のストラテジー使用において「不同意」を示す側は相手との関係を積極的に維持

しようとする傾向が明らかになった。本調査の協力者の人間関係は友人同士に限定してい

るので、それが上述の調査結果の一因でもあると考えられる。 

 
5.2.配慮表現の使用 

 ストラテジーの側面で「配慮の指向性なし」の「不同意」発話に見られた配慮表現の機
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能分類とそれぞれの使用回数を表 3 に示している。 

表 3 「配慮の指向性なし」の「不同意」発話における配慮表現とその使用回数 

機能分類 
ポライトネス/ 

配慮表現の原理 
言語表現 

使用回数 

（割合） 

緩和表現 

他者への非難を

最小限にせよ 

自他の意見相違

を最小限にせよ 

〜気がする 3（3.5%） 

24

（28.2%） 

〜かもしれない 5（5.9%） 

〜かな（と思う） 6（7.1%） 

言いさし文 10（11.8%） 

 

共感表現 
自他の共感を最

大限にせよ 

〜ではないか 33（38.8%） 
61

（71.8%） 
〜だろう 17（20%） 

〜よね 11（12.9%） 

 
Leech（1983）、山岡・牧原・小野（2018）に基づき、配慮表現の機能は緩和表現と共感

表現に分類することができる。 

緩和表現のポライトネス/配慮表現の原理は「他者への非難を最小限にせよ」「自他の意

見相違を最小限にせよ」であり、その言語表現は文末の「〜気がする」「〜かもしれない」

「〜かな（と思う）」言いさし文が見られた。 

 
①JM027：《沈黙 3 秒》てーか、なんか、新聞さ、あのー、主張が出るじゃん、なんかこ

う、右寄りだったり、左寄りだったり、テレビとかさ、そんーなにないような気が<する>{<}。 

                                      （ライン番号：174） 

②JF106：（前略）職場環境、選んだほうが、結局は稼げるかもね。       （ライン番号：165） 

③JFB025：（前略）自分の心がそれで晴れ晴れすれば、美容整形はいいんじゃないかな、と思う。 

                                                                （ライン番号：99） 

④JM029：人が良ければ…。                                （ライン番号：174） 

 
相手と異なる意見を示す時に、このような文末表現を使用することによって、出来る限

り不一致を回避することができ、対人関係配慮には有効である。①「〜気がする」③「〜

かな（と思う）」はもともと思考を表す動詞であり、②「〜かもしれない」の原義は可能性 

判断であり、これらの表現はいずれも使用の慣習化によって発話を和らげる緩和表現へと

拡張し、「不同意」発話で相手に配慮を示すことができる。④言いさし文も同様に、明白の

内容を省略する文末形式から、「不同意」の表明における慣習化された配慮表現として定着

していると言える。 

 また、共感表現のポライトネス/配慮表現の原理は「自他の共感を最大限にせよ」である。

その言語表現は文末の「〜ではないか」「〜だろう」「〜よね」が見られた。 

 
⑤JM027：しかもこう、なんかさ、なんだそれって思ってもー、もう 1 回見れないじゃん。 

                                      （ライン番号：211）  
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⑥JF105：それは、親が、急に変化するのが嫌なんでしょ?、（後略）       （ライン番号：9） 

⑦JMB009：それはまた、偏見だよね。                         （ライン番号：139） 

 
 緩和表現と異なり、共感表現は自分の発話を和らげるのではなく、相手の共感を喚起す

ることによって、配慮を伝えるものである。否定疑問文である⑤「〜ではないか」と相手

の考えを確かめる上昇調の⑥「だろう」及び⑦「よね」は、表現の慣習化を経て、共感を

高める機能を果たすことになり、相手に同意を求める配慮表現となっていると思われる。 

 最後に、表 3 で示している配慮表現の使用傾向をまとめると、共感表現「〜ではないか」

の使用回数が一番多く、共感表現の全体的な使用回数（使用率）が 61（71.8%）となり、

緩和表現と比べて明らかに多いことが分かった。つまり、配慮を示す際に、日本語母語話

者は比較的に共感表現を好み、自他の共感を最大限にし、自身の発話で相手を取り込もう

とする傾向が見て取れる。 

 
6.まとめと今後の課題 

 本稿は『BTSJ 日本語自然会話コーパス（トラスクリプト・音声）2021 年 3 月版』のデ

ータを用いて、議論の場での「不同意」に見られる配慮の伝え方について考察を行ってき

た。ストラテジー使用について、「不同意」発話と前部に見られる配慮を伝えるストラテジ

ーのバリエーションが豊富で、「不同意」発話では「間接的な意見表明」「意見の保留」の

使用が多く、前部では「見せかけの賛成」が慣習的な定型表現として多用されている。配

慮表現に関しては、緩和表現と共感表現の機能が確認され、共感表現の使用頻度が比較的

に高く、「不同意」を示す側が自他の共感を最大限にすることによって、配慮を行う傾向が

明らかになった。今後の課題としては、日本語と他言語の比較対照を行うこと、談話レベ

ルの分析を加えること、人間関係による言語表現の使い分けを検証することなどが挙げら

れる。 

 
会話データ 

宇佐美まゆみ監修（2021）『BTSJ 日本語自然会話コーパス(トランスクリプト・音声)2021

年 3 月版』、国立国語研究所、機関拠点型基幹研究プロジェクト「日本語学習者のコミュニ

ケーションの多角的解明」、サブ・プロジェクト「日本語学習者の日本語使用の解明」(リ

ーダー:宇佐美まゆみ) 
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